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I 

celebrated Chinese scholar, known 

in Japanese literature as Riku--Un, 

wrote the following quaint ac-­

count of the Five Virtues of the 

Cicada : 一

" I.-The Cicada has upon its 

head certain figures or signs. These represent its 

[written] characters, sty le, literature. 

" II. —It eats nothing belonging to earth, and 

drinks only de'1v. This proves its cleanliness, purity, 

propriety. 

" III. —It always appears at a certain fixed 

time. This proves its fidelity, sincerity, trt1thfulness. 

" IV. —It will not accept wheat or rice. This 

proves its probity, uprightness, honesty. 

" V. —It does 11ot 1nake for itself any nest to live 

in. Tbis proves its frugality, thrift, economy.' '  
.r-....-"、.,,,...�_,, .、..-、�-�..,r-,...,,.、へ,-...... —. ..,,,..._,,,.,_ 

註 I . 一飛の蝉説の う ち に 『 さ れ ば こ そ 陸雲 し 五穂を あ げ て 之
な賦 L』 こ あ り 、 田 中 支水の百贔譜の う ち に も 『陸雲 が為 1:
五つの繍に 稽せ ら れ l は 一代の春な り 』 こ あ り し 故繹者 は
陸雲 ミ 書 して 先生に 提出せ し も 、 漢害 に l!陸士龍 ご あ り 。

2. こ の 五徳の條 は 、 和漢三オ圏檜 に 載 り 居 ろ 文を繹 じ C奉
り しな訂正 し て用 ひ ら れ しな り 。 三オ圏綸 l こ は 『. . , ., . .  蝉に



岬

一

H
本の文學では陸雲とい ふ名で 知られて

居 る 有名な 支那の學者が 次に記載す

る奇妙 な 蝉の五徳2 といふ も のを書

いた。
' 

『一 、 蝉は頭に或る模様即 ち 記琥が
あ る 。 これは そ の文字 � 文儒 、 文學を現は し て居る。

二 畜 蝉は地上の も のは何も食はないで 、 露だ け吸ふ。 こ

れは その消潔 、 純粋゜、 證節を證明 して居る 。

三 、 蝉は常に 一定の時 期に 出現す る。 これはその誠質 、
摯賓 、 正直 を證明 して居 る 。

四 � 蝉は 変や米は受 けない。 こ れはそ の廉直、 方正 、 鍵
賞を證明 して居る。

五 、 輝は自 分は棲ま ふ巣 を造 ら な い。 こ れは その質素 畜

倹約 、 経清を證明 して居る。

五鑢 あ り 、 頭 1 項委 わ る は 女 な り 、 露な 飲 わ は 清な り 、 候
に應 じ 常 あ る は 信 な り 、 黍檄 享 け ざ ろ は 廉 な り 、 虐菓穴
せ ざ ろ は 倹 な り 、 賀 に 界 猿 に 含 さ り て 高潔 に 趨 ろ 者 な り
… … . . . 』 こ あ り 。 陸士龍 自 ら (l' 寒輝賦に は 次の 如 く あ り 。
『夫頭上 有矮叫 其文也含氣飲露叫 其清也 黍慢 不享 則 其 廉也
虞不菓 居叫其倹也 應候守箪則其信也 加以冠冤叫 其 容也君
子 則 其操可 以 事君以 立 身登非 至饂贔哉云 々 』
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We n1ight compare this with the beautiful ad­

dress of Anacreon to tbe cicada, written twenty-four 

hundred years ago : on 1nore than one point the Greel{ 

poet and the Chinese sage are in perfect accord : ― 

" We deem thee happy, 0 Cicada, because, liav­

ing drunk, like a king, only a little dew, thou dost 

chirrup on the tops of trees. . For all things what­

soever that thou seest in the fields are thine, and 

whatsoever that seasons bring forth . Yet art thou 

the friend of the tillers of the land, ―from no one 

harmfully taking aught. By mortals thou art l1eld 

in honor as the pleasant harbinger of summer ; a11d 

the Muses love thee. Phoebus hiiwelf loves thee, and 

has given thee a sh1-ill song. And old age does not 

consume thee. 0 thou gifted one, —earth-born, 

song-loving, free from pain, having -flesh without 

blood, —thou art nearly equal to the Gods ! " 

And we must certainly go back to the old G1·eek 

literature in order to find a poetry comp.arable to 

that of the Japanese on the subject of musical insects. 

Perhaps of Greek verses on the cricket, the most 

beautiful are the lines of Meleager : " 0  cricket, the 
_,._, ...... ___._ 

註 1 .  Anacreon. 殊に 懸愛詩に名高 き 希臓の叙情詩人 (5匂 B 、 C.
ー478 B.C.) 

2. Muses・ 希臓の文褻の扉申。 九櫃あ り 。
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我々は之を 、 二千四 百年前に書かれた、 ア ナ ク レ オ ン 1

が輝に興へた美く しい 陳述と比較 する と が出来や う。 ー

ケ 虞 ど ろか多 く の動 に於て、 この希職詩 人 と この支那賢

者とは全然一致して居 るので あ る 。

『蝉 よ 、 我等はいま しを 幸（さ ち ）ある ものと思 ふな り し

王者の如く、 證かの露のみ吸び て、 木末に業 し く 囀 る ど
とて。 いま しが野原に眺む る も の線て� 四季が も たらす
も の線て 畜 皆ないましが 物なれば。 され ど いま しは一

人を害ねん も の は何物 を も 取 る ど 無 く 一一土地を耕す者
共の友に て あ るな り 。 いのち あ る 人の子等は、 夏を知 ら
す る 焙 しの先謳と い ま しを尊と み 、 ミ ユ ー ズの雁加 は い ま
しを愛で給ふ。 フ ィ イ プ ス 3 も いま しを愛で給ひ て 畜 消き
鋭き 歌をいま しに興へ給ひぬ。 ま た年老 ゆ る もいま しが
身は衰へす。 あ ＼ 天賦す ぐ れ しいま しや、 一地 に 生れ 畜

歌を好み 。 苦をのがれ、 肉あれ ど 血の無 き ―いま しが
身は、 雁車にさ も似た る かな ！』

それから、 奏業虫類を詠んだ 日 本文學の 詩歌に匹敵す
る ものを見出すには、 我々 は必す希職 の古代文學に遡 ら

ざ るを得ぬ。 蛛蝉を詠んだ、 希朧韻文中最も 美 しい の は
恐 ら く ミ リ エ ヂ ヤ ”の 『懸の思をさま よ は しむ る 畜 弊昔の

3. Phoebus. Apollo の通 り 名 。 Apollo は Muses の主品 に
て 、 日 の 肺な り 。

4. Meleager. 紀元前一 世紀の央に希臓に 其名高 か り し瞥旬
詩家。 此人初 め て希臓名 家詩選 (Anthologia) な編纂 L t:
り ・・こ 稽ご ら る 。
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soother of slumber………weaving the thread of a 

voice that causes love to wander away ! "  . . . …… 

There are Japanese poems scarcely less delicate i n  

sentiment on the chi rruping of night-crickets ; and 

Meleager's promise to reward the little singer with 

gifts of fresh leek , and with " drops of dew cut up 

sn1a11, " sounds strangely Japanese. Then the poen1 

attributed to Anyte, about the little girl Myro 

1naking a tomb for her pet cicada and cric·ket, and 

weeping because IIades, " hard to be persuaded," had 

taken her playthings away, represents an experience 

famili ar to Japanese cbild-... life. I suppose that little 

Myroー(bow freshly her tears still glisten, after 

seven and tw·enty centuries ! )-prepared that 

" common tomも " for her pets much as the little 

maid of Nippon would do to-day, putting a small 

s�one on top to serve for a monument. But the 

wiser Japanese 1\Iyro w.onld repeat over the grave a 

certain Buddh ist prayer. 

It is especially in their poe1ns UJJOn the cicada 

that we find the old Greeks confessing their love of 

insect-melody : witness the lines in the Anthology 

about the tettix caught in a spider's snare, and 

'' making lan1ent in the thin fetters " until freed by 

the poet ; —and the verses by Leonidas of Tarentum 

註 I. Anyte of 'fagea, 紀元前三百年頃の有名 な女詩人。
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糸 を 織 り 成 して … ……眠（ ねむ り ）鑽む る � い ま し こ 匠 ろ

ぎ』 と い ふ詩で あ ら う 。 … … …が、 蛙蛸翌）囀 り を 詠 ん だ も

の で、 感念の微妙 さ 殆ん ど 之 に 譲 ら ぬ歌 が 日 本に 澤山 あ

る 。 そ して 此の小歌人 に報ゆ る に 新 ら しい非 を 以 て し よ

ぅ 畜 『 ち さ く き ざ み し露の玉』 を 以て し よ う 、 と い ふ ミ リ

エ リ ヂ ヤ の約束の言葉は 、 奇妙 に 日 本 風に き こ え る の で

あ る 。 そ れか ら ア ニ テ 1 が書 いた と さ れ て居 る 畜 自 分の秘

蔵の蝉 と 蛛蝉 と に 墓 を 建て し や つて � 『説 け ど語れ ど 聴 き

容れぬ』 ヘ イ デ イ ズ 2 が 自 分の玩具 を 奪つ て 行つた の だ と

言つ て泣い て 居 る ミ ロ と い ふ小娘 を 豚んだ詩は 。 日 本の

兒寵生活に は 有 り ふ れた 一経験 を 叙述 して 居 る の で あ

る 。 今 日 の 日 本の小 さ な 女の 子が 記念碑の用 に と そ の上

ヘ小石 を 置 く の と 丁 度同 じ 様に ミ ロ 嬢 は 一ー（二十七槻

紀の後の 今 日 � そ の 涙の玉は猶ほ 如何に新 ら し く 輝 く と

で あ る か）一ーそ の秘蔵の 虫 に 『 よ せ墓』 を造つた と と 自 分

は想像す る 。 然 し も つ と 利褻な 日 本の ミ ロ 嬢は 、 そ の墓

に 向つ て佛敦の祈藷の文句 を 口 す さ む ど で あ ら う 。

古代の希戦 人 が 虫 の諧昔 を 愛 した ど を 告白 し て居 る の

を 見 る の は 殊 に彼等が蝉 を 詠ん だ 歌に於て で あ る 。 そ の

證撒に ? 蜘蛛の係蹄に捕へ ら れ て � 詩人 が外づ して や る

ま で『か弱 き 械に 悶泣 き 』 して居た蝉 を 詠ん だ 名詩選集 中

の詩句 を 讀んで 見給へ。 — ま た 畜 『仰げば 高 き木の上

に � 夏の暑 さ に暖た ま り ＂ 女の乳に 左 も 似た る 、 露 を 啜
-、��..... —• 、�--

2・ 陰府下界の王 Pluto.
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picturing the " unpaid 1ninstrel to wayfaring men " 

as " sitting upon lofty trees, warmed with the great 

heat of summer, sipping the dew that is like woman's 

milk ; "―and the dainty fragment of Meleager, 

beginning : ―" Tl1ou vocal tettix, drunk with drops of 

dew, sitting with thy serra ted limbs upon the tops 

of petals, thou givest out the melody of the lyre 

fro1n thy dusky skin."……. . .  Or take the charming 

address of Evenus to a nightingale : — 

" Thou Attic .maiden, ho11ey-fed, hast cl1irping 

seized a cl1irping cicada, and hearest it to thy un­

fledged young, —thou, a twitterer, the twitterer, — 

thou, the winged, the well-winged, —thou, a stranger, 

the stranger, —thou, a summer-child, the ·summer­

child � 「 Wilt thou not quickly cast it from thee ? 

For it is no t right, it is not just, that those engaged 

in song should perish by the mouths of those engag— 

ed in song." 

On the other hand, we find Japanese poets much 

more inclined to praise the voices of night-crickets 

than those of semi. 'fhere are countless poems about 

semi, but very few which commend their singing. 

Of course the semi are very different from the cicadae 
,� .. 

鴫鳥

註 I. Tarentum. 南伊太 利 の 古名 。 今 lt Taranto さ い ふ 。
2. Leonidas 紀元前二 百七十五年 頃盛名 を 蒻せ L 希賑詩人



ー 265 -

り つ』 し て居 る 此の 『道行 く 人 に歌 き かす、 酬 も 受け ぬ旅

業師立 描 い て 居 る タ レ ン タ ぶ の レ オ ニ ダ ス 2 の詩 を 讀ん

で見給へ。 ―或は ま た 、 『聾昔朗 ら の蝉の君、 露 を 啜 り

つ花の上、 鋸（ の こ ） の胸な せ る 脚踏 ま へ 、 い ま しが黒 き膚

よ り ぞ 、 妙な る 琴の音の 出づ る 』の詞で始ま つ て居 る ミ リ

工 ヂ ヤ の 風雅な 断片 を 吟 じ て 見給へo ………或は ま た 畜

工 ヱぅ ヌ ス 3 が 夜喘鶯 下 に興へ て詠んだ 次記の美妙な 文句 を

誦 して 見給へo―

『蜜 に育て る 汝（ な れ）ア テ イ カ の 乙女 よ 。 囀 り つ汝（ な ）

は囀れ る 輝 を 捉へ て 、 翼な き 汝（ な ）が幼兒へ持 ち 去 り ぬ 冒

—囀 り 巧み な る 汝（ な ）が 、 囀 り 巧み な る も の を ―外

人（ よ そ び と ）た る 汝が 、 そ の外人 を ―夏の 子た る 汝が 、

そ の夏の 子 を ば ！ 放 ち や ら すや早 く 。 歌に たづ さ は る 者

が 、 歌に たづ さ は る 者の 口 に滅び んは正 しか ら ねば 畜 理

に悸ればo』

之に 反 して 、 日 本の詩人 は セ ミ の 聾 よ り も 蛙蝉の墜 を

造か多 く 賞讃す る 傾向 の あ る の を 我 々 は認め る 。 セ ミ の

詩は無敷に あ る が... そ の歌ひ聾 を 褒め て 居 る の は極 め て

少い。 固 よ り セ ミ と いふ の は 希朧人 の知つ て居た輝（ シ カ

な り 。 そ の 百篇 に 近 き Epigram 博 l1 り 居 り 、 文學愛好者
の賞讃を博 l 居れ り 。

3. 450 B.C. 頃の希服 Paros の 詩人。 Socrates (t此人 に就い
て 詩を學 ぴ た り さ 云 は る 。

4・ 學名 Daulias つ ぐみ麗の鳥、 日 本 に棲 ま す。
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known to the Greeks. Some varieties are truly 
musical ; but the majority are astonishingly noisy, — 

so noisy that their stridulation1 is considered one of 
the great afllictions of summer. Therefore it "'Tere2 

vain to seek among the myriads of Japanese verses on 
semi for anything comparable to the lines of Even us 
above quoted ; indeed, the only Japanese poem that 
I could find on the subject of a cicada caught by a 
bird, was the following : ― 

Ana kanashi 
Tobi ni toraruru 

Semi no koe. —Ra.nsetsu. 
Ah I how piteous the c乃 of the se叫 seized by the k£te ! 

Or " caught by a boy " the poet might equally 

well have observed, —this being a much more fre­
quent cause of the pitiful cry. The lament of Nicias3 

for the tettix would serve as the elegy of many a 

semi : ― 

" No more shall I delight myself' by sending out 
a. sound 廿om my quick-n1oving lvings, because I have 
fallen into the savage hand of a boy, who seized 1ne 

unexpectedly, as I was sitting under the green 
leaves. ' ' 

｀ 、,.,-...—,,-、----、

註 I , 鰈蝉 な ゞが 、 身 の 堅 き 虞 な 擦 り 合 せ て shrill jarring 
sound le 出 す t 。
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ダ ） と は餘程異つて居 る 。 買賓昔業的な種類の も の も 少 し

は あ る が畜 大多敷は驚 く 許 り に駿々 し い言 ーーそ の メ ン

メ ン と 銃 ＜ 叫ぶ墜は 夏の大 苦[
1船 の 一つ に 恩 はれて居 る 程

に駿々 しい。 だが 輝 を 詠 ん だ 日 本の韻文幾百萬の 中 か ら 、

上 に引用 した エ ゴ ヌ ス の詩句 に匹敵 すべ き も の を 探索す

る は無盆の努で あ ら う 。 質際が 、 鳥 に捕 ら れた繹 と いふ

題で 自 分が褻見 し得た 日 本の詩は 、 唯次記の 一つ で あ っ

た ほ ど だ。

あ な か な し

鳶 に さ ら る >

輝 の 登 嵐雪

或は『子供に と ら れ る 』 と 此詩人 は 述べて も よ かつた ど

で あ ら う 一ーあ の哀 れな泣磐 を 出 す原因 は此の方が餘程

餘計な の だ か ら 。 ニ キ ア ス が蝉 に 代つ て嘆い た句 は 、 日

本の 多数の セ ミ の貌歌の 用 を 為す ど で あ る 。

『疾（ と ） ＜ 動 く 、 翅に晋 を ば放 ち つつ、 業 し ま む ど 早や

絶 え ぬ． 、 緑の蔭に やす ら へ る 、 我 を 園 ら 一炉捉へた る 、 男

の Fが無態の手 に在ればo』

2. it were —it would be. 

3・ 希臓 詩人。 生死年月 繹註者に(1 不明。
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Here I may remark that Japanese children usual-­

ly capture semi by means of a long slender barr1boo 

tipped with bird-lime (mochi) . The sound made by 

some kinds of semi ,vhen caught is really pitiful, ― 

quite as pitiful as the twitter of a terrified bird. 

One finds it  difficult to persuade oneself1 that the 

noise is not a voice of anguish , in the human sense 

of the word " voice," but the production of a 

specia1ized2 exterior membrane. Recently, on hear­

ing a _ captured se1ni thus scream, I became c-onvinc­

ed in quite a new ,vay that tbe stridulatory 

apparatus of certain insects must not be thought of 

as a kind of musical instru1nent, but as a11 organ 

of speech, and that its utterances are as intimately 

associated with simple for1ns of e111otion , as are 

the notes of a bird, —the extraordinary difference 

being that the insect has its vocal chords outside. 

But the insect-world is altogether a world of gob­

lins and fairies : creatures with organs of which 

we cannot discover the use, and senses of which we 

cannot imagine the nature ; —creatures with myriads 

o.f eyes, or with eyes in their backs, or with eyes 

moving about at the ends of trunks and horns ; — 

creatures with ears in their legs and bellies, or with 

brains in their waists ! If some of them happen to 

庭 1. to persuade oneself 信す る 。
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序に此虚へ書いて も よ か ら う が、 日 本の子供は 通例鳥

魏を尖端へ着け た細長い 竹竿で セ ミ を捕る。 捉 ま つた折

或る種の セ ミ が放つ聾昔は 賞に 可哀相で あ る、 脅かされ

た折 に 鳥が 放つ墜ほ ど に可哀想 で あ る。 その折の音 は .. 

人 間が用 ひ る 『弊』 と い ふ意味での 苦痛の 『弊』 で は無 く

て 、 特殊な褻逹を為 し来つたb 儒の外側 に 在る 膜の所作

で ある と、 か う 合貼 す る のが困難な位で あ る 。 捕 ま つた

輝が斯んな泣墜 を す るのを 聞いて、 或る 虫類 D疲墜器は

一種の業器 と 考ふべ き ものでは無 く て、 言語の一機官 と

恩ふ べき も の、 そ してそ の疲弊は 鳥 の 昔墜 も 左う のや う

に一ー非常な相違は虫はその墜帯 を絆の�有つて居

る と いふ ど で一一輩純な情緒と 密接な 闘係を有つて居る

のだ、 斯 う 全 く 新規な確信を 近頃 自 分は抱 く や う に な っ

た。 然 し昆虫泄界は全 く 妖魔神仙の泄界で あ る 。 我々 が

そ の用 を疲見し得 ない機官を有 ち 畜 我々が そ の性質を想

像 し得ない官能を有つて 居る動物が居る。 ー一幾萬 と い

ふ眼を有つたり 、 脊中 に 眼を有つた り 、 鼻や角 の尖端で動

き 廻る眼を有つて居る 動物が居 る 。 ー�腹や脚に耳が あ

つたり 、 腰に脳 ！ が あ つたり す る 動物が 居るので あ る。

だから 或る種 の昆虫が、 偶 々 身個の内部 で無 く て外部 に
9、..---....タ--------�..._--.ー/ �

2. specialized = differentiated, 
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have voices outside of their bodies - instead. of inside, 

the fact ought not to surprise anybody, 

I have not yet succeeded in finding any Japanese 

verses alluding1 to the stridulatory apparatus of semi, 

—though I think it probable that such verses exist. 

Certainly the Japa11ese have been for centuries 

familiar '\vith the peculiarities2 of their own singing 

insects. But I should not now presume3 to say that 

their poets are incorrect in speaking of the " voices " 

of crickets and of cicadae . The old Gree·k poets who 

ac tually describe insects as producing music with 

their wings and feet, 11evertheless speak of · the 

" voices," the '' songs," and the " chirruping·1 " of 

such creatures, —just as the Japanese poets do . . For 

example, Meleager thus addresses the cricket : 

" 0  thou that art with shrill wings the seJf.:torm .. 

ed imitation of the lyre,5 chirrup me something pleas­

ant while beating your vocal6 wings with your feet I 
,, 

. . . . .. . . . . 

II 

Before speaking further of the poetical literature 

of semi, I must attempt a few remarks abo11t the 

註 1 . allude—ref er covertly. 
2. peculiarity—characteristic. 
3. presume—venture. 
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聾を有つて居て も 冒 誰 も そ の事質に驚 く 理由 （ い はれ）は

無い と で あ る 。

自分は 日 本の韻文で � 蝉の登墜器 に言ひ迫んで居 る も

の は一そ んな 韻文が 存在 して居 さ う な も の と は思ふが

—ま だ よ う 一つ も 見出 し 得な いで居 る 。 日 本人は確か

に 自 國の喘 ＜ 虫の特性に就い て 敷泄紀の間馴染 に な つて

居 る 。 然 し 自分は 日 本の詩人が � 蛯蝉の或は蝉の『墜』 と

い う て居 る の は 不正確 だ と 今言 は う な ど いふ考は 無い。

虫は 昔業 を奏 す る に そ の 翅 と 脚 と を 以て す と 現に説い

て居 る 古昔の希朧詩人 も 、 斯 く と 知つて居なが ら 、 一一

日 本の 詩人 が使 ふ と正（ ま さ ） し く 同 様に一一『墜』 と か．

『歌』 と か畜 『囀 り 』 と か言つて居る。 例 を學げれば ミ リ エ

ヂ ヤ は蛯蝉へ斯 う 言ひかけ て居 る 。

『墜晋す る ど き翅を有 ち て 、 身は 自 づか ら な る 七絃琴

の 畜 い ま し こ ほ ろ ぎ 我が身の為に � 墜なす翅を 脚 も て

た ヽ き 、 歌ひ き かせや柴 し き 節（ふ し） を ！ ．．＂ ． ．』

――

 

進んで セ ミ の詩文學 に 就い て語 る前 に 、 自分は セ ミ そ

の物 に就い て 二三 の説述 を 試み ねばな ら ぬo 然 し讀者は
rヽ ..__,,.,,....._,

4. ch irrup mai<e series of chirps, twiftering. 

5 ・ 左手 に て 支へ ら ろ ソ 小 さ な古の樅琴。
6. voice を登す ろ 。
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semi themselves. Bt1t the reader need not expect any 

thing entomological. Excepting, perhaps, the butter­

flies, the insects of Japan are still l ittle known to men 

of science ; and all that I ca11 say about sen1i has 

been learned from inquiry, from personal observa­

tio n,  and fro1n old Japanese books of a11 interesting 

but totally unsc1ent1hc kind. Not only do the 

aut hors contradict each other as to the names and 

characteristics of the best-known semi ; the y  attach 

the word semi to nan1es of insects which are not 

cicadae. 

The following enurr1eration of semi is certainly 

incomplete ; but I believe that it includes the bet ter­

known varieties and the best melodists. I must ask 

the reader, however, to bear in mind that the ti1ne of 

the appearance of certain se1ni differs in different 

parts of Japan ; that the same kind of semi may be 

called by different names in different provinces ; and 

that these notes have been written in rfokyo. 

I. —IIaru-Zemi. 

Various small semi appear in the spring. But 

the first of the big· semi to make itself heard is the 

haru-zemi (" spring-semi "), also called uma-zemi 

(" horse-semi "), kuma �zemi (" bear-sen1i "), and other 

註 I.  .> Jll ぜ ミ の學名 Terpuosia Pryeri。 又の名 マ ッ セ ミ さ も
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何等昆虫學上の も の を 期待 し給ふ要は無い。 日 本 の昆虫

は 、 恐 ら く 蝶類 を 除い て 、 科學者に ま だ少 し しか分つて

居 な い ので 、 自分が蝉 に つい て言ひ得る と は 畜 斎息て皆穿

竪に よ り � 箇人的観察に よ り 畜 ま た興味は あ る が全 く 非

科學的 な 日 本の 古い 書物に よ つて知 り 得 た も の だ けで あ

る 。 著作家が 一番に 能 く 知 られて 居 る セ ミ の名前や特性

に就い て 互に 矛盾 して 居 る 許 り で は無い 。 蝉で無い昆虫

の名 に セ ミ の語 を用 ひ さ へ して居 る。

次記の セ ミ の列學は 確に 不完全で あ る 。 が能 く 知 ら れ

て 居 る 種類 と 最上の好調家 と は 網羅 し て 居 る と 自分は信

じ て 居る 。 が然 し 、 或 る 種の 蝉の 出現時が 日 本の地方に

依つ て異つて居る ふ 同一種の蝉が 國 に依つ て 名 を 異に

して居 る か も 知れぬ事、 且つ此記述は 東京で為 した も の

と いふ事 、 こ れ を 心に有つ て 居て貰 ひた い と 讀者に乞は

な ければ な ら ぬ。

一畜 ハ ル ゼ ミ 1

種々 な小蝉が春出 る 。 然 し大 き な 蝶で 耳に き こ え る 墜

を立て る 第一番の は ハ ル ゼ ミ （春輝） 畜 ま た の名 ウ マ ゼ ミ

（ 馬蝉）、 ク マ ゼ ミ （熊蝉） な ど稲す る も ので あ る 。 こ れは

ク ダ マ キ さ し い ふ 。 然 し ウ マ セ ミ 、 或は ク マ セ ミ さ いふ
は 此種 さ は 別種な り 。
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natnes. It makes a shrill wheezing sound, ―ji-i-i-i-i­

iiiiiii '―beginning low, and gradually rising to a pitch 

of painful intensity. No other cicada is so noisy as 

the l1aru-zemi ; but the life of the creature appears to 

end with the season. Probably this is the semi 

ref erred to in a11 old Japanese poem : ― 

Hatsu-semi ya I 

" Kore '\\·a atsui " to 

Iu hi yori. —Taimu. 
7he day after the first day on zvhi&h we excla加， " Oh,

how hot z& z·s I " the first se印i oegins to ,,,. 

II. —Sbinne-sbinne. 

The Shinne-shinne—also called yama-zemi, or 

" mountain-semi " ; kuma-zemi, or " bear-semi ; " and 

o-semi, or " great setni "―begins to sing as early as 

May. It is a very large. insect. The upper part of 

the body is almost black, and the belly a silvery­

white ; the bead has curious red markings. The 

na1ne shinne-shinne is derived from the note of the 

creature, which resembles a quick continual repetition 

of the syllables shinne. About Kyoto this semi is 

common : it is rarely heard in 'f okyo. 

[My first opportunity to examine an a-semi was 

in Shidzuoka. Its uttera11ce is much more complex 

than the Japanese onomatope i111plies ; I should liken 

註 ［ ．  こ れ が普通 ク マ セ ミ ミ も 、 ウ マ セ ミ こ も 、 或 は な ほ 普通
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ジ ー イ ,... イ ー イ ー イ .... イ イ イ イ イ イ と 、 最初は低いが 。

段々 と苦 し い程高い調子に 上つて行 く 一ー銃い ゼ イ ゼ4

墜 を 立て る 。 春輝ほ ど騒々 しい輝は 他に 無い。 が此の セ

ミ の壽命は そ の時候 と 共 に終 る ら しい 。 こ れが屹度 "

初 輝 ゃ

こ れ に 暑 い ミ

い ふ H よ り 太憮

と 、 古い詩に詠 ま れて居 る も の で あ る 。

二 、 シ ン ネ シ ン ネ l.

シ ン ネ シ ン ネー一又の名 ヤ マ ゼ ミ （ 山 輝 ）、 ク マ ゼ ミ （熊

輝） 、 オ ホ ゼ ミ （大輝） ーーは五 月 に は や歌ひ は じ め る 。 頗

る 大 き な 蝉で あ る 。 個の上部は 黒い と い つて い 叶此 腹

は銀 白 、 頭に は赤い妙 な模様が あ る 。 シ ン ネ シ ン ネ と い

ふ名 は 、 そ の昔色か ら来て居 る の で畜 そ れは シ ン ネ と い

ふ綴昔 を連績 して早 く 反複 す る に似て居 る 。 此輝は 京都

邊では普通。 東京で は稀に 聞 く 。

〔 自 分が初 め て オ ホ ゼ ミ を 桧べ る 機會を 得た の は 静岡

で あ つた。 そ の墜昔は 日 本の擬昔が 現は し て居 る よ り も

遥か複維で、 勢ーパ イ に廻 して 居 る 折の 裁縫 ミ シ ンの昔

に ツ ヤ ア ¥ ヤ ア ぜ ミ 叉 l1 ワ ン ワ ッ セ ミ さ し 稲 へ ら る も の

な り 。 學名 Cryptotympana pustulata。
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it to the noise of a sewing-machine in -full operation. 

There is a double sound : you hear not only the sue­

cession of sharp metallic clickings, but also, below 

these, a slower series of dull clanking tones. The 

stridulatory organs are light green, lool{ing almost 

like f:l. pair of tiny green leaves attached to the thorax.] 

III. —Aburazemi. 

'fhe aburasemi, or " oil-semi,"  makes its appear­

ance early in the summer. I am told that it owes its 

name to the fact that its shrilling resembles the 

sound of oil or grease frying in a pan. Some writers 

say that the shrilling resembles the sound of the 

syllables gacl1arin-gacharin ; but others compare it 

to the noise of water boiling. The abura-ze111i begins 

to chant about sunrise ; then a great soft hissing 

seeu1s to ascend from all the trees. At such an hour, 

when the foliage of woods and gardens still sparkles 

with dew, might have been composed the following 

verse, —the only one in my collection relating to the 

abura-zem1 : ― 

Ano koe de 

Tsuyu ga inochi ka ? ― 

Aburaze1ni ! 
Speaking 孤'th that vo泣， has t, んe dew taken life ?, —O吟

the aburazemi ! 
• -�·----ヘ--- ------ヘ‘‘

註 I ,  ア ブ ラ ぜ ミ （嗚鯛） の學名 は Graptopsaltria corolata な り 。
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に似 て居る や う に恩ふo 昔が二重で、 金局性な銃い リ ン

リ ン と い ふ昔が 連績 して 聞 え る 許 り で 無 く 、 そ の底に 畜

も つ と ゆ る ＜ 績 いて 居 る 重い ヂヤ ン ヂヤ ン いふ昔 が あ

る 。 預聾器官は 色は薄緑で 、 胸廓 に 附着 して 居 る 小 さ な

青葉一枚 と い つたや う な 外観の も の で あ る 。〕

三 、 ア ブ ラ ゼ ミ 1

ア ブ ラ ゼ ミ 、 帥 ち 油輝は 夏早 く 現はれ る 。 聞 け ば そ の

名 は � そ の耳 を 貫 く や う な鋭い墜が 、 鍋で油揚 を す る 折

の昔に 似て 居 る と いふ 事質に 基い て 居 る と い ふ ど で あ

る 。 そ の鋭い昔がガチ ャ リ ン ガチ ャ リ ン と き こ え る と い

ふ作家 も あ る が 、 湯の湧 き立つ昔 に た ぐ へて居 る者 も 居

る 。 ア プ ラ ゼ ミ は 日 の 出 頃 か ら歌ひ 出す。 す る と 大 き い

低い シ イ シ イ と い ふ弊が、 あ ら ゆ る樹々 か ら立ち 昇る や

う に恩はれ る 。 そ ん な時刻 に 畜 帥 ち森や花園の木の葉が

ま だ露で き ら き ら し て 居 る 時分に 畜 次記の 句 は作 ら れた

も の か も 知れぬ。 自分の蒐集 中油蝉を 詠ん だ も の は た ゞ

此れだ け で あ る 。

あ の 聾 で

露 が 命 か

あ ぶ ら せ み2

秋山蓮三氏 に 櫨れば、 ア カ セ ミ 、 サ 1' � ミ 、 ヤ マ ト セ ミ さ
ぃ乎 ばれ居 る さ 。

z. 先生の此文に 引用 し あ ろ 俳旬 に塊、て繹者 が供給せ り l t 
の な る が 、 今 そ の 作者 の 名 の 不 明 な ろ が あ ろ は 遺憾 な り 。
此旬 t 作者不明。 先生の澤文稽ゃ 不穣嘗 か。 With all that 
energetic voice of yours, are you sustained only by the dew, 
一you, a細a,emi ? な ご あ る べ き か。
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IV.-Mugi-kari-zemi. 

The mugi-kari-zemi, or " barley-harvest semi," 

also · called goshikl-zemi, or " five-,colored semi, 1 ' ap­

pears early in the summer. It makes two distinct 

sounds in different keys, resembling the syllables 

shi-in, shin―chi-i, chi-i. 

V.-IIigurasbi, or " Kana-Kana." 

This insect, whose name signifies " day-darken·• 

ing," is the most remarkable of all the Japanese 

cicadae. It is not the finest singer among them ; but 

even as a melodist it ranks second only to tbe tsukか

tsuku-boshi. It is the special . minstrel of twilight, 

singing only at dawn and sunset ; whereas most of 

the other semi make their music only in the full blaze 

of day, pausing even when rain-cloud·s obscure the 

sun. In Tokyf> the higurashi usually appears about 

the end of June, or the beginning of Ju·1y. Its 

wonderful cry, ―kana-kana-kana-kana-kana, —begin­

ning always i11 a very high clear key, and slowly 

descending, is almost exactly lilte the sound of a 

good hand-bell, very quickly rung. It is not a 

clashing sound, as of violent ringing ; it is quick, 

steady, and of surprising sonority. I believe that a 

註 I・ 普通 ニ イ ニ イ セ ミ （鎌姑） さ 呼ばれ居 ろ も の な る べ し 。 ム
ギ カ ] セ ミ 、 ゴ ン キ セ ミ の外に 、 ナ ツ セ ミ 、 コ ぜ ミ の別名
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四 畜 ム ギ カ リ ゼ ミ S

ムギ カ リ ゼ ミ （変刈蝉） 叉の名 ゴ シ キ ゼ ミ （五色輝）は夏

早 く 出 る 。 シ イ ン シ ン一ーチ イ チ イと いふ 綴昔 に 似た、

調子の異つた二様のは つ き り した昔 を 出 す。

五＂ ビ グ ラ シ 2或は『カ ナ カ ナ 』

『 日 を 暗 く す』と いふ意味の名を 有つた此蝉は 日 本の輝

類中 一番顕著なもので あ る 。 一番巧妙な歌手といふので

は無い。 然 し好調家と して もた ゞ ツ ク ッ ク ボ ウ シ の次位

に位す る だ けで あ る。 他の多数の 蝉 はその業を燃える 日

盛にだ け奏 して、 雨雲が 日 をか ぎらふ 折にさへ中止す る

の に、 こ れは未明と 日 淡時にだ け歌ふ、 特別な黄昏の業師

で あ る 。 ヒ グ ラ シ は東京では 通例六 月 の末七月 の初ごろ

現はれる。 そ の驚 く べ きーーカ ナ、 カ ナ、 カ ナ、 カ ナ、 カ

ナ と いふー一叫墜は 、 いつも高 い明瞭な調子 に 始つて、

徐 々 に低うな るが� いかに も 上等な呼鈴 を 極早 く 振 る昔

に酷似 して居る 。 掘暴 に振る時のやう な、 ヂヤ リ ンヂヤ

リ ン と いふ昔ぢや無 く て 、 速 く キ マ 9 がついて 、 兼て ま

あ り 。 學名 PJatypleura kaempferi な り 。
2・ 學名 Pomponia japonensis. 
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single higuras/1i can be plainly heard a quarter of a 

mile away ; yet, as the old Japanese poet Yayii 

observed , " no matter how many higurashi be sing­

ing together, we never find them noisy." Though 

powerful and penetrating as a resonance of meta] , 

the higurashi's call is musical even to the degree of 

sweetness ; and there is a peculiar n1e]ancho]y in it 

that accords with the hour of gloaming. But the 

most asto11ishing fact in regard to the cry of the 

higtLfashi is the individual quality characterizing the 

note of each insect. No two hlguraslii sing precisely 

in the same tone. If you hear a dozen of them sing­

ing at once, you will find that the timbre of each 

voice is recognizably different from every other. 

Certain notes ring lilce silver, others vibrate like 

bronze ; and, besides varieties of timbre suggesting 

bells of various weight and composition, there are 

even differences in tone, that suggest different forms 

of bell. 

I have already said that the name higurashi 

means " day-darkening, "—in the sense of twilight, 

gloaming, d usk ; and there are many Japanese verses 

containing plays on the word, —the poets affecting to 

believe, as in the following exa111ple, that the crying 

of the insect hastens the coming of darkness : ― 

·---......,-·、_..._,

註 I. 百虫譜 に 『日ぐ ら L は 多 き も 入釜敷 か ら す、 暑 さ は萱の
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た驚 く 許 り 清亮な昔で あ る 。 ー匹の ヒ グ ラ シ を 四分の一

哩離れた 虞で 明瞭に 聞 き得ると 自分は恩ふ。 で も 古昔の

日 本詩人也有が 言 っ たや う に 『 ひ ぐ ら しは 多き も 八釜敷

からす』 1 で あ る 。 ヒ グ ラ シ の叫は 畜 金腸の反響の如く に 、

カ の強いそ して貫通す 昔では あ る が、 優雅と も 恩へる 許

り 昔業的である。 そ してそれには、 暮初め る 時刻と調和

した 一種特別な悲哀 な 調が あ る 。 然 し ヒ グ ラ シの叫に闊

して最も驚く可き事 質は、 その一匹 一匹の 昔色 に特色を

帯ばし める個性で あ る 。 正 しく同 じ昔調で 歌ふ ヒ グ ラ シ

は 一匹 も 居らぬ。 十匹が同時に歌ふの を 聞 いて居て 畜
一

匹一匹の昔色が判然と匝別の 出来る ど を諸君は 認められ

る で あ らう 。 或 る 昔色は銀の如 く 響 き、 戎るものは銅の

如 く 震ひ ひ ゞ く 。 そ し玄 重椛と素質との異つた鐘を暗

示する種々な 昔色の匠 かに ＂ 鐘の色 んな並止宝 暗示す る

差違す ら昔色 に 存 して 居 る ので あ る。

ヒ グ ラ シと い ふ名 は一黄昏 、 藩暗.. 朦朧の意味で―

『日 を暗く す』 と いふ 意義 を有つ て居る とは 既に述べた。

と こ ろで 此の語 を 弄んだ—� そ

の喘 く のが暗黒の到来 を 促す と 作者が 信 じて居る 風 に し

ての—一澤山 の韻文が 日 本に在 る。
へ _.,,.・----�ヘ� ,,-...__..._-

檜 に 過 ぎ て 夕 は 草 l こ 露 も く 比 な ら ん』 さ あ り 。
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Higurashi ya ! 

Sutete oitemo 

Kururu hi wo. 
O R初四sみl l―even if you let z"! alone, day dar. 細'S fast 

enou, 砂 ／

This, intended to express a melancholy mood, 

may seem to the Western reader far-fetched. But 

another little poem―referring to the effect of the 

sound upon the conscience of an idler―will be ap­

preciated by any one accustomed to hear the higura· 

shi. I may observe, in this connection, that the first 

clear evening cry of the insect is quite as startling as 

the sudden ringing of a bell : 一

liigurashi ya ! 

Kyo no l{etai wo 

Omou-toki . —Rikei. 
A!teady, 0 Rlgurashl, your call aunounces the evening I 

,4las,j or the passing· day, wz"th z"ts duties left undone ! 

VI. —" " Minmin "-zemi. 

Th e m1nm1n--zem1 begins to sing in the Period of 

Greatest Heat. It . is called " min-min " because its 

note is thought to resemble syllable " min " repeated 

over and over again, ―slowly at first, and very 

loudly ; then more arrd more quickly and softly, till 

the utterance dies a way in a sort of buzz : " min-min 
_,,,.... 

註 I ・ 作者は す て女。
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H ぐ ら し や

捨 て > 置 い て も

暮 る ろ H な1

或 る 悲哀な 氣分 を言ひ現 は さ う と した此の 句 は � 西洋

の讀者に は故事付け に恩 へ る か も 知れな いが � 今一つの

小詩ー一此墜が横着者の良心 に 来た す効果 に言ひ 及ぼ し

て 居 る の一は 、 ヒ グ ラ シ を 聞馴 れて居 る 人 は誰 も 感服

す る で あ ら う 。 こ の序に ＂ こ れが初 め て は つ き り した墜

で夕 方鳴 く と 、 鐘 を 突然に 鳴 ら す と 同様に 全 く 人 を び つ

く ら さ す と を 述べ て よ か ら う 。

繰l や

今 日 の 際 怠 な

お も ふ 時 里桂

六、 ミ ン ミ ン ゼ ミ 2

ミ ン ミ ン ゼ ミ は大暑 の 頃鳴 き 出す。 ミ ン ミ ン と いふ綴

昔 を一ー初 は緩やか に且つ甚だ磐高 く 畜 後 ち 倍々 速か に

且つ倍 々 弊和 ら か に 。 終に は聾昔が ヴ ー ン ン と い ふや う

な昔に消 え去 る 迄—反覆す る の に � 帥 ち 、 ミ ン ー ミ ン 一

ミ ン ー ミ ン � ミ ン 畜 ミ ン 畜 ミ ン 、 ミ ン 、 ミ ン 、 ズ ズ ズ ズ ズ

on1pon1a 1nacnlat1collis・ メ ン メ ン こ も ミ ヤ マ セ ミ ミ2・ 學名 P
も い ふ 。
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—m1n-m111-n11n-.m1nm1nm1n-dzzzzzz. " The sound is 
plaintive, and not un-pleasing. It is often compared to 
the sound of the voice of a priest chanting the sutras. 

VII. —Tsuku--Tsuku-Boshi .  

On the day immediately following the Festival 
of the Dead , by the old Japanese calendar (which is 
incon1parably more exact than our V{ estern calendar 
in regard to 11ature-changes and 111anifestations), 
l)egins to sing the . tsuktsuku-boshi. rfhis creature 
1nay be said to sing lilre a bird . It is also called 
kutsukutsu ... boshi, choko - choko - uisu, tsuku - tsuku 
l1osh1, tsuku-tsuku-oishi, ―all onomatopoetic appella­
tions. The sounds of . its s011g have been imitated i11 
different ways b_y various writers. In Izumo the 
co1nn1on vers1011 1s, ― 

Tsuku--tsuku-uisu, 
Tsulru-tsuku-uisu, 
Tsuku-tsuku-uisu : ― 

Ui-osn 
Ui--osu 
Ui-ost1 
Ui-os-s-s-s-s--s-s--s-su 

A11othe1· vcrsion1 runs, — 

.rヽ.,,,.、・ブ� •'""--"' .. ,..,,.-ヽヘ.......... ヘ ヽ. ,..,,. ..... .,..,... �. , _,-,.,,... 

註 1 . version -translation. 
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と い ふ に似て 居 る ので— ミ ン ミ ン と 稲せ ら れ て 居 る の

で あ る 。 そ の昔は 悲哀な 調 を 帯び て居 る が 、 不快 では無

い。 往々 僧侶が続文 を 誦す る弊に た ぐ へ られて居 る 。

七 、 ッ ク ッ ク ボ ウ シ 5

日 本の奮暦 （ 自 然の 愛化 と 表明 と に 闘 して は 比較に な

ら ぬ ほ ど西洋暦 よ り も 精確な も の ） に摸つて言って 、 死者

の祭 日 の す ぐ後 に ッ ク ッ ク ボ ウ シ は 歌ひ 出 す。 こ の蝉は

烏 のや う に 歌ふ と 言って よ ろ しい。 ッ ク ッ ク ボ ウ シ と も 、

チ ョ コ チョ コ ウ イ ス と も 、 ッ ク ッ ク ホ ウ シ と も 呼ば れて

居 る 、 一いづれ も 擬首的命名 で あ る 。 そ の歌の 響は種

々 な作家に色 々 に 模擬 さ れて届 る 。 出雲で は普通の解繹

は

ツ ク 、 ッ ク 、 ウ イ ス

ツ ク 、 ッ ク 、 ウ イ ス

ッ ク 、 ツ ク 、 ウ イ ス —

ウ イ 、 オ オ ス

ウ イ 、 オ オ ス

ウ イ 畜 オオ ス

ウ イ � オオ ス 、 ス ス ス ス ス ス ス

他の解繹で は 、

Jos1nopsaltr1a opalifera. こ ． 學名 C
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Tsuku-ts11ku-uisu, 
Tsulcu-tsul{u-uisu, 
Tsultu-tsuku-uisu : ― 

Chi-i yara ! 
Chi-i yara ! 

Chi-i yara 1 
Chi-i, chi, chi, chi, chi, chiii. 

But s01ne say that the sound is Tsukusl1i-kofshi. 
There is a legend that in old times a man of Tsuku .. 

shi (the ancient name of Kyushu) fell sick and died 

while far away from home, and that the ghost of 

him became an autumn cicada, which cries unceasing­
ly, Tsukushi-koishi ! ―Tsukushi-koishi ! (" I long for 
Tsukusbi ! —I want to see 1'sukushi ! ") 

It is a curious fact that the earlier semi have the 

harshest a11d simplest 11otes. l'he 1nusical se-mi do 

not appear until summer ; and the tsuku-tsuku-boshi, 
having the most complex and melodious utterance of 

all, is one of the latest to mature. 

VIII. —Tsurigane-Semi. 

The tsurigane-semi is an autumn cicada. The 

word tsurigane means a snspended bell , ―especially 
�----- ,._...._� 

註 1. 也有の 百虫譜に 『つ く つ く ほ う し さ い ふせみ は つ く し 患
L さ も い ふ な り 。 筑紫の人の旅 に 死 して 此物 に な り た り
さ 世の諺に い へ り け り 。 哀 は 蜀魂 の雲lこ 叫 ぶ に い 劣 る べ
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ッ ク 、 ッ ク 、 ウ イ ス

ッ ク 、 ッ ク 、 ウ イ ス

ツ ク � ツ ク 、 ウ イ ス —

チ イ 、 ャ ラ

チ イ 、 ヤ ラ

チ イ � ャ ラ

チ イ 、 チ げ チ 、 チ 、 チ 、 チ イ イ イ 。

と こ ろ が或 る 人 は 、 こ の 昔は ツ ク シ コ ヒ シ だ と 言 ふ。

古昔筑紫（九州 の古名 ） の 人が 遠國で 病氣の 為 め死ん で、

そ の魂塊が一匹 の 秋輝 と な った も ので 、 そ れで ツ ク シ コ

ヒ シ 、 ッ ク シ コ ヒ シ （『筑紫慕は し ！ 筑紫見た し ！』） と 絶間

無 しに叫ぶのだ と い ふ俯説が あ る 。 1

早出 の蝉が一番聞苦 し い 一番凱純な 昔 を 出 す と いふの

は奇妙な事賓で あ る 。 昔業的な蝉は 夏 ま で に は 出 て来ぬ。

そ して 就中最 も 複雑 な最 も 瞭暁 た る 弊 を 猿す る ツ ク ッ ク

ボ ウ シ は成育の最 も 退い も のの 一 つで あ る 。

八、 ツ リ ガ ネ ゼ ミ 2

ツ リ ガネ ゼ ミ は 秋 蝉 で あ る 。 ッ リ ガ ネ と い ふは 、 吊

る して あ る 鐘一一殊に 佛数 寺 院 の 大鐘ーー を 指す 言葉

か ら す』 さ あ り 。
2. 此名 動物學 書 に に 見えす。 繹者が 捧げ L 材料中 に t 無

し。 四國に 居 る や う 先生は脚註に 記 る し居 ら ろ。
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the big bell of a Buddhist temple . I am s01newhat 

puzzled by tbe name ; for the insect's music really 

suggests the tones of a Japanese harp, or koto―as 

good authorities declare. Perhaps the appellation 

refers not to the boo1n1 of the bell , but to those deep, 

S\-veet bu1nmings which follow after the peal,2 wave 

upon wave. 

III 

J apanese poems on semi are usual ly very brief ; 

and my collectio11 chiefly consists of holfku, ―com­

positions of seventeen syllables .. 1直ost of these 

hokku relate to  the sound made by the semi, ―or, 

rather, to the sensation vvbicb the sound  produced 

vvitbin the poet's mind . "fhe names attached to the 

following examples are nearly all narrtes of old-time 

poets ,  ―not tbe real na111es, of course, but the go , or 

literary names by which artists and men of letters 

are usually known. 

Yokoi Yay且， a Japanese poet of the eighteenth 

century, celebrated as a composer ot hokku, has left 

us this naive record of the feelings with '\vhich he 

beard the chirruping of cicadae in summer an.d in  

autumn : ― 

__,, .-.._----.,,,..、 ，● .... ..,,-.....,...._.,-.,_,,,.._ .. �.._,,....._, 

註 1 . boon1—deep, resonant - sound. 
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で あ る 。 自分は 此名稲の解繹に惑ふ て居 る 。 と いふの は 、

こ の蝉の昔業は � ー一立派な 樅威が 明言 して 居 る や う に

＿餌質 日 本の ハ ア ブ判］ ち琴の音 を 恩ひ浮ばせ る 。 だ か

ら 此命名 は 、 鐘の ゴ ー ン と 癌 ＜ 昔に似 た虞が あ る か ら と

い ふの で は 無 く て 、 鐘 を撞いた後 に響 く 、 波 ま た波の 、 好

い唸 り 墜に似て 居 る と いふの で附 け た も の であ ら う 。

I
-

I
 

蝉に闘 す る 日 本の詩歌 は極 め て 短い の が 普通で あ る 。

そ して 自 分の 蒐 集 は主 と して—―＿十 七 綴音の 作品 た る

— ホ ッ ク か ら 成 つ て居 る 。 此の 褻句 の 多敷は 、 蜘の磐

に一否 な 寧ろ そ の 辱が 詩人の 心裏 に 産出 した 感 じ に

—開 し て居 る 。 次記の例に附 け て あ る 人名 は 殆ん ど 皆

な背の詩人の名 で一一言ふ 迄 も 無 く 貨名 では 無 く て ＂ り虎

郎 ち通例 それで美術家文學者が 批人 に知ら れて居 る文學

上の名 であ る 。

漿句 の作者 と して苦名 な 、 十八泄紀 の 日 本の詩人横井

也布 は 、 輝 を 認いた夏秋の感情の 、 こ ん な犬餌な 記録を

我 々 へ茂 して居 る 。 ー一

_,,....._.,.、ヘ,,,.--._,.-..

2. peal—loud ringi ng. 

3・ 也有 は元緑 1- �五年 (1702) 生れ 、 天明三年 (1783) 没す 。
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" In the sultry period, feeling oppressed by- the 

greatness of the heat, I made this verse : 一

Semi atsushi 

Matsu kirabaya to 

On1ou made. 

[7he chz"rriゅrng of the semi aggravates the heat until l 
袖h to cut down t. ん 釦e-tree on w厄ch it sings.] 

" But the days passed quickly ; and later, when 

I heard the crying of the sen1i grow fainter a11d 

fainter in the time of the autumn winds, I began to 

feel compassion for the1n, and I n1ade this second 

verse : ― 

Shini-nokore 

Hitotst1 bakari wa 

Aki no semi." 

[No幻 thete surv加s
But a single one 
Of the senzセ f autumn .I] 1 

J...,overs of Pierre Lo ti2 (the world's greates t prose­

writer) may re111ember in Madame Chrysantheme a 

delightful passage about a Japanese house, —describ­

ing the old dry woodwork as impregnated3 with 

sonority by the shrilling crickets of a hundred su 111• 

mers. There is a Japanese poem containing a fancy 

not altogether dissimilar : 一

註 I . 此旬 の英繹 は 諜繹な り 。 At least one of you autun1n se1ni , 
remain alive ! さ も あ ろ べ き か 。
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『三伏の 日 ざ か り の暑 さ に た え がた く て

蜻 あ っ L

松 き ら ば や さ

思 ふ ま で

と 口 す さ び し 日 敷 も 程 な く 立かは り て や i 秋風に 北磐の

へ り 行 ほ ど さ す が哀 に お も ひかへ り て

死 に の こ れ

一 つ ば か り は

秋 の 輝』

ピ エ ー ル 、 ロ テ イ （他界最大の散文家） の愛讀者は 、 そ

の『お菊夫人』の 中 で、 或 る 日 本家屋に 就い て � 百夏の 蛛

蝉の妙音 に そ の 古い乾いた 木細工が 浸み徹 さ れて 居 る と

述べ て届 る 面 白 い文句 を 記憶 して 居 ら る ゞ で あ ら う 。 そ

れ と 全然相違 して も 居 な い意匠 を 有つた 日 本の詩が 一 つ

あ る 。 ―

～ ’‘ 

�- J..,oti (本 名 Louis Marie Jul ien Viaud) I 8 50 生れ。 現存。
3. iinpregnated―permeated. 
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Matsu no ki ni 

Sbimikomu gotoshi 

Semi no koe. 

Into t力e -zvood of the pi"ne-tree 
See加s to soak 
The voice ダ the send. 

A very large nnn1ber of Japanese poems about 

se1ni describe the noise of the creatures as an a田ic­

tion. To fully symJJathize with the complaints1 of 

the poets, one n1ust have heard certain varieties of 

Japanese cicadae in full n1idsun11ner chorus ; but even 

by readers without experience of the clamor,2 the 

following verses will probably be found suggestive : ― 

Ware hitori 

Atsui yo nari 

Semi no l{oe.-Bt1ns6. 
Mesee加s tんat only I, —I alone among mottals, — 

Eve'l' suffiグ"ed such heat I—oh, the noise of the semi I 

Ushiro kara 

1'sukamu yo nari, — 

Semi no koe. —Jofu. 
Oh, the noise of the semi J. —a pain of 切visible seizut't, — 
Clutched in an ene町's grasp, —caugilt by the haz"r 介0加

behi"nd ! 

ヘ_,,..、.,..._,..._ 、9
註 1. . complaint—utterance of griev:.1nce. 

2. clamor—loud, continued noise. 
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松 の 木 に

狐 み こ む 如 し

蝿！ の 聾 3

蝉を詠ん だ日本詩歌 の大多数は 此虫の昔墜 を 苦桁だと

述べて居る。 そんな詩人の不平に充分同情を感するには 畜

二 三種の日本輝の箕夏に於 る 合奏を 聞いて か らでなけれ

ば ならぬ。 然 し そ の喧喋の経瞼の 無い 讀者にも� 次記の

句 は 多分暗示的 4 だと 息は れ る と で あ ら う 。

わ れ 獨 り

暑 い や う な り

輝 の 甍 文素

う l ろ か ら

掴 む や う な り

輝 の 登 除風

··- - . �-ヘーへ_.,--、へrヽ..,,.、_,...,_,,,..、 — ニ ·-

3・ 作者 不 明 。
4· あ の 事な 言 っ -c る の だ な 、 ミ 思 は せ る や う な 。
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Yama no Kami 110 

Mimi no yamai ka ? ― 

Semi no koe !-Teikoku. 

What ails the divin初's ears ? —hozv can �he God of 伽
Mountat"n 

S吼er such noise to eぷsi ?—oh, the 加,nult of se叫 I

Soko no nai 

Atsusa ya kumo ni 

Semi 110 koe. —Saren . 

Fathoniless deep仇s the heat : the ceaseless sli1'illi11g of se叫
、iiounts, like a hlssing of fiie, up to the 加otlonless clouds. 

Mizu karete, 

Semi wo f udan-no 

Taki no koe. —Gen-11. 

Water 加ver a tl呵 ・・ 珈 chorus of se,nl, lncessant, 
Mocks the lumultuous 厄'ss,—the 加sh and joa,ning oJ 

四がrds.

Ka.geroishi 

Kumo mata satte, 

Semi no koe―Kito. 

Gone, the shado碑
rng clo孤s !—again the shrilling of se,ni 

Rz"ses and sl畑か swells,—ever inc1�e aslng t加 heat !

''--

註 t .  原文 Teikoku さ あ る lt Teitoku の誤植な り 。
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山 の 紳 の

耳 の 病 か

セ み の 繋 貞鍼 1

底 の 無 い

暑 さ や 雲 1:

輝 の 聾 左簾

ホ 涸 れ て

輝 を 不 断 の

瀧 の 繋 ゲ ン ウ 2

か げ ろ ひ し

雲 ま t: 去 つ て

輝 の 聾 几董
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Daita ki wa, 

Ha mo ugokasazu, ― 

Semi no koe !-Kafu. 
Sonzeivhere fast to the ba成 he cluれ'g·; but I cannot see h-inz : 
Re stirs not fven a leaf—oh ! the no-ise of that semi". 

Tonari kara 

Kono ki nikumu yft ! 

Semi no koe. —Gyukal{u. 
All because of the se1ni that sz"t and shrill on its 加-anches —

Oli I how tltis tree of mine is hated now 勿 1ny nelghboパ

'fhis reminds one of Yayu. \Ve find another 

poet compassionating a tree frequented by semi : ― 

Kaze wa mina 
s . . em1 n1 suwarete 

， 

IIito-ki kana ! ―Chosui. 
Alas I poor solita1y tree I—-pitiful now you1 lot, —every 

加'eath of ai1,, having· been sucked up by the se面 !

Sometimes the noise of the sen1i is described as a 

moving force : 一

Semi no koe 

Ki-gi ni ugoite, 

l{aze mo nasbi ! —Soya. 
Eve1y tグ'ee in the 初ood qui"vers with clamor of semi" : 
Motz"on only of noiseーnever a breath of wind ! 

r "ヽ、- .ヽ, . . .  ,.-.... ✓、…一，．、_,..ヽ✓-、_.,..._-、ノ

註 J.  3・ い づれ も 作者 不詳。
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抱 い t: * l! 

葉 も 動 か さ す

蝉 の 賢 可風

隣 か ら

此 ＊ に く も、 や

せ み の 肇 ギ ウ カ ク 1

此句 は也有 を 思 ぴ 出 さ せ る 。 2 別 な詩人の 、 輝が頻繁に

訪れ る 木 を 憫れんで居 る が あ る 。 ー一

風 は み な

蜻 に 吸 は れ て

- * か な 鳥酔

時に は蝉の昔聾 を 或 る 動力 だ と 叙べて居 る 。 ——

蝉 の 登

＊ 々 に 動 い て

風 も 無 し ツ ー ヨ ー S

2. re1nind は そ の後 に person が来 て 其後 に 必す of が こ も な
ふ 。
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Take ni  kite, 

Yuki yori omoshi 

Sen1i no koe. —Togetsu. 

More heavy than winter-snozv the voices of je沈ルz"ng semi : 
See how the ba111boos bend iヽnder the weig-1it of thみグ song !

Morogoe ni 

Yama ya ugoka su, 

Kig· 1 no se1n1 . 

All shガllh喀 togethe1', the niultitudz"notts semi 
庫ake, with thei

・
グ ceaseless clamo1', even the mounta'ln m仰e.

Kusunoki mo 

Ugoku yo nari, 

Semi no ltoe.-Baijaku. 

Even the cam_炒0バfee seems to quake 叫'th the cla,nor o
f 

semi ! 

Sometimes the sound is cotnpared to the noise of
― 

boiling water : ― 

Jiizakari wa 

Ni eta tsu semi no 

Hayashi kana ! 

In lhe hour of heavz"est heat, how sim1ners the forest with 
se111.z I 

----- ＾—-、-------'"'-..rへ、✓--、ー ヘ.,,•",― 

註 I .  此旬の作者 は楚江な り 。
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竹 に 来 て

雪 よ り 重 し

蝿 の 梵 桃月

諸 聾 に

山 や 動 か す

* 々 の 輝 1

楠 し

動 く ゃ う な り

輝 の 墜 梅雀

時には そ の晋 を 湯のた ぎ る 昔にた ぐへて居 る 。 一

日 盛 l!

2, 作者不明。

煮 え t: つ 輝 の

林 か なa

� 
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Niete iru 

Mizu bakari nari― 

Semi no koe. —Taimu. 
Simnzers all the a.z"r wz'th sibilati-on of sem'l, 
Ceaseless, 1llea1:yz"ng· sense, —a sound of佐字加atbollz"ng. 

Other poets complain especially of the multitude 

of the noise-makers and the ubiquity of the noise : ― 
Arital{e no 

Ki ni hibiki-keri 

Semi no koe. 
How 11iany soever- the t佗es, z"n each rings the vofce of the 

semi. 

Matsubara wo 

Ichiri wa kitari 
Semi no l{oe. —Senga. 

Alone I walked fi砂 miles into the wood oj. 佐
rne-trees :

Always the one same senzi shrilled #s call i"n 町 eats.

Occ:asionally the subject is treated with comic 

exaggeration : ― 

Naite iru 
Ki yori mo futoshi 

Semi no koe. 
The voice of the se,ni z"s 徳炉 [thic年] than the t1�ee on 

whz"ch z"t slng-s. 
～ ·------.......,-

庭 I. 作者 は祖起な り 。
2・ 作者 は油荷 か。 こ の旬の英繹 は 不穏嘗 な り 。 松原は 松並
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潔えて居ろ

水ばかりなり

輝 の 整 大無

此の喧喋家の大勢なのと、 その喧喋の遍在なのに殊に

愚痴をこぼして居る詩人がある。 一

あり1: げの

*iこ茫きけり

蝉 の 翌 1

松原を

一里に来t: り

蝉 の 翌2 センカ·

たまたま此題目を滑稽的な誇張を以て取扱つて居る。

ない て居ろ

＊よりも太し

蝉 の 繋S

/へ_____________________...、／へ�ヘ-へ�、��

木の往還なり。 .A.long the pine.avenue I have walked a full 
ri; —still the same noise of the semi ! ミの意なり。

3・ 作者不明。
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Sugi takashi 

Saredomo semi no 

Amaru koe ! 
H榊幼ougk 加 cedaバe, the voice of the sen1l ls i・加<Jin•

仔匹幼属�heYI

Koe nagaki 

Semi wa n1ijikaki 

Inochi kana ! 
How long, alas I the voice and how short tみe life of the 

se,nz. 

S01ne poets celebrate the negative form of plea 

sure fallowing upon the cessation of the sound : ― 

Semi ni dete, 

Hotaru ni modoru, ― 
Suzumi kana ! ―Yayu. 

Wh切 the se,ni cease thel1'noise, and the fireflies co印e out— 
oん I hozo refreshing the ho加I

Semi no tatsu, 

Ato suzusbisa yo ! 

Matsu 110 koe. —Baijaku. 
When the semi cease thelゲ stornz, oh, how吋reshing t. 加

stillness! 
Gゲ呟f吼が細 グ-esounds the n1,usica互peecん ofthe p枇s .

註 1. 11者不明。
2・ 作者不明。



ー 3o3 -

杉高L

され �· も蝉の

あま る甍心

聾長さ

輝 は 短 き

いのちかな 2

その墜昔の休止に次いで来る消極的な快感を讃へて居

る詩人もある。 ＿ー—

.-···、··,

輝に出て

螢 に 戻 ろ

納涼かな 3 也有

蝉の立つ

あさ涼しさよ

松 の 整 梅雀

3· この旬の繹文不稔常なり。Going out when the se1ni were 
so hotly shrilling and coming back now when the fire flies 
are out, how refreshing it is ! � でしすべきか。
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[IIere I may mention, by the way, that there is 

a little Japanese song about the matsu no koe, in 

which tbe onomatope "zazanza" very well represents 

the deep bum出ing of the wind in the pine-needles : ― 

Zazanza ! 
lla1na-n1atsu no oto wa, — 

Zazanza, 
Zazanza ! 
Zazanza ! 

The sound of the pines of the shore, — 

Zazanza ! 
Zazanza !] 

There are poets, however, who declare that the 

feeling produced by the noise of semi depends alto­

getber upon the nervous condition of the listener: 一

Mori no semi 

Suzushiki koe ya, 

A tsul{i l{oe. —C>tsushfi. 

Sometz"mes sultry the sound; someti,nes, ag-a加， 1ぴ'eshz"ng:
The chan4 of the forest-semi" accords wi"th the hearer•s niood. 

Suzushisa mo 

Atsusa mo semi no 

Tokoro- 1<ana ! ―Fuhaku. 

Sometinzes ioe think it cool, —the resがng—j;lace of the se砿，．＿
son1etl11us we think it hot (lt ls all a 切atte1'offancy). 

.._/ 

註 1. この旬の英繹も不穏常なり。 sometin1esに非すsome of 

them なり。 涼しい音のもあれば暑さうな音しあり
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〔序に此虞で『松の墜』についての短い日本の歌のある

とを言つてもよからう。 この歌にある『ザザンザ』といふ

擬昔は、 松葉を吹彿ふ風の深い唸聟を質にうまく現はし

て居る。 一

ザザンザ！

濱松のおとは

ザザンザ！

ザザンザ！〕

ところがまた輝の昔竪が起こす感情は全く聴く者の神

経朕態に依るのだと宣言ずる詩人がある。 一

----、�-

森の輝

涼しき甍や

あっき聾1 乙州

涼しさも

暑さも輝の

心 か な 2 不白

ヽ

さいふなり。 The chorus of the f orcst se1ni ! Some notes 
sound sultry, some refreshing. なり。

2・ 原文Tokoro l1. Kokoroの談植ならん。
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Suzushii to 
Omoeba suzushi 

Semi no koe. —Ginko. 
ゲ we think it is cool, the v成ce of the se,ni is cool (that is, 

加fancy changes the feeling). 

111 view of the many complaints of Japanese 
poets about the noisiness of semi, the reader may be 
surprised to learn that out of semi-skins there used 
to be made in both China and Japan―perhaps upon 
ho1noeopatbic principles—a medicine for the cure of 
ear�ache ! 

One poem, nevertheless, proves tbat semi-music 
has its admirers : ― 

0 mosbiroi zo ya, 
W aga-ko no koe wa 
'fakai 1nori-ki no 

Semi no koe ! 
S切eet to the ear is the voice of one's ozvn cht'ld as the v成'ce

of a se1ni perched on a tallfo1紐st tree. 

But such admiration is rare. More frequently 
the semi is represented as crying for its nightly 
repast of dew : ― 

庭 I. 此作者不明。
2. 和漢三オ圏町『輝歳I!皮膚癒瘍風熱を治す。置躙眼目

の臀膜及び唖病夜暗皆馬蝉之歳な用ゆべし』さあクと、田
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涼しい さ

思へば涼し

蝉 の 登 ギソコー 1

郷の駿々しさに豊寸する日本詩人のこの多数の不平を見

て居て、 そしてその輝の殻から日本でも支那でも—多

分類は類を治す主義で一一耳病の栗剤！が製されよつた 1

と聞き給ふ讀者は定めし驚かるl� であらう。

が然し或る詩は輝の昔業に賞讃者のあるとを證明して

居る。 ー一

面白いぞや

我が子の聾は

高い森木の

蝉の墜8

が斯んな賞讃は稀だ。 蝶ばその夜毎の露の馳走に預ら

うとて叫んで居るのだと説く方が餘計である。 ——

,.、- ．～ 

中支水の百虫譜に『脱捨の古着し故敵衣買の手に落入らす
薬屋の手に渡り習者にもてなされ不意の放をあらはして
人を救ふめり』さわるに撮り t: り。

3・ 言ふまでも無く作者は不明なり。都々逸集より採絲し1:
るなり。
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Semi wo kike, ― 
Ichi-nichi 11aite 

Yoru no tsuyu.-Kikaku. 
Hear the semis加rill I So, f 1'01n earliest dawnlng, 
All the su加ner day he cries for the dew of n-i'ght. 

Yu-tsuyu no 
Kuchi ni iru made 

Naku semi ka ? —Baishitsu. 
Will se磁continue to cry till the night .. dt戌,fills its mO'uth ? 

Occasio11ally the semi is mentioned in Iove•songs 
of which tbe following is a fair specimen. It belongs 
to that class of ditties1 commonly sung by geisha. 
Merely as a conceit, I think it pretty, in spite of the 
factitious2 pathos; but to Japanese taste it is decided­
ly vulgar. The allusion to beating implies jeal-­
ousy: ― 

｀ 

Nusbi ni tatakare, 
Washa matsu no semi 
Sugaritsuki-tsuki 

Naku bakari ! 
Beば成勿町 j'ealfJus如グ，—

Zike the semi" on t. んが加tree
I can only cかand cling·/ 

註 r. ditty—short, simple song. 
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輝なきけ

-- 8ないて

夕露の

夜 の 露 其角

n に入ろまで

なく 輝 か 梅室

蝉は時折懸の歌に讀込んである。 次記のはその立派な

標本である。 これは普通藝者共が歌ふ端唄の部類に局す

るものである。その栴えたやうな感傷的な虞は好ましか

らぬが、 たゞ意匠としては旨いと自分は思ふ。 だが日本

人の趣味には明らかに野卑である。 た ＼くといふは嫉妬

の為めにである。 ー一

― ............ 

ぬしにたいかれ

わしや松の蝉

すがりつきつき

なくばかり

2. factitious-—not natural, artificial. 

.� 
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And indeed the fallowing tiny picture is a truer 
bit of work, according to Japanese art-principles (I do 
not k11o·w the author's nan1e): 一

Semi hitotsu 
Matsu no yu-hi wo 

Kakac keri. 
Lo I on the topmost pine, a so itary cicada 
Vai, 砂atte11ゅts to clasp one last red beant of sun, 

IV 

Philosophical verses do not form a numerous 
class·of Japanese poems upon semi ; but they possess 
an interest altogether exotic.1 As the n1etamorphosis 
of the butterfly supplied to old Greek thought an 
emblem of the soul'.s ascension, so the natural 
history of the cicada has furnished Buddhism with 
similitudes�and parables3 for the teaching of doctrine. 

Man sheds bis body only as the semi sheds its 
skin. But each reincarnation obscures the men1ory 
of the previous one : we reme1nber our former exist­
ence no 1nore than the se1ni r�members the shell from 
which it has emerged. Often a semi may be found 
in the act of singing beside its cast-off skin ; therefore 
a poet has written: ― 

.......... -----.. ............... へ·-

註 1. Introduced from abroa<l. 
2. Simile ; com1鴻rison.
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質際次に示す小 さ な綺の方が 日 本人 の 美術主義に従ヘ

ば ー暦買質 な 作 品で あ る （ 自 分は こ の 作者の名 を知つて

居 ら ぬ）。4 —�

輝 一 つ

松 の 夕 8 な

抱 へ け り

四

哲學的な詩句 は 輝を詠んだ 日 本詩歌に は 多数には 無い 。

が全 く 異國風 な 情趣 を 具へて 居る 。 恰 も蝶の髪形愛態が �

露魂 の昇天の表琥 を 古昔の 希朧思想 に供給 し た 如 く に畜

蝉の 一生 は そ の殺理 を 説 く 比喩や 寓言 を 佛敦に奥へて届

る。

人 間が その妹艦 を 脱離 す る の は T度蝉 が そ の皮 を 脱 ぐ

と 同 じだ。 だが肉身 を 得 る度苺に前生の記憶が暗 く な る 。

我 々 が前生 を記憶 し て 居 な いのは 、 輝が 自 分が出 て来た

殻を 記憶 し て 居な い と 同 じ ど だ。 蝉の 中 に は 畜 自分が脱

ぎ捨 て た 皮膚の 横で 歌つて 居 る の も 属 々 見 ら る ょ と で あ

ら う 。 だか ら 或詩人 は
.,,.....__,,.'· ―/ヘ ------ ＾ヽ�.... 、ヘ �ヽ

3. allegory. 

4・ こ の 旬に繹者 自 ら の作の や う に 想 へ ゞ祀憶確かな ら す。
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Ware to waga 

kara ya tomur5-

Semi no koe. —Yayo:. 

M贔lnks that se, 心 sits and si"ng-s 勿 応f妍""er body, — 
Chanting the funeral se加z"ce over lzis own dead seif・

This cast-off skin, or si111ula.crum, ―cl i nging to 

bole or branch - as in life, and seeming st ill to stare 

with great glazed eyes, ―has suggested many things 

both to profane and to religious poets. In love­

songs it is often likened to a body consurned by 
passionate longing·. In Buddhist poetry it becomes 

a symbol of earthly pornp, —the hollow show of 

human greatness : ― 

Yo no naka yo 

Kaeru no hadaka 
Semi no l{in 11 ! 

Naked as f1"0. ぷ3' a屈＇ 霊ak 1-ve enter this life ダ troublt ;
Sheddlng ouゲponips 'l.Vepass : so se11ii quit their skins. 

.But sometimes the poet compares the winged 

and shrilling semi to a human ghost, and the broken 

shell to the body left behind : — 

l s1mttlacrum=1mage; unrea representation. 庭 I •

2・ 作者 不明。 こ の 旬 の解繹 失 営 か さ 恩 ふ 。 蛙の裸の如 き人
し あ れ ば 、 輝の羽 衣 美 し さ 如 き 人 し あ り 、 さ い ふ滋な ら
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わ れ さ わ が

殻 や さ む ら ふ

輝 の 登 也有

こ の▼ 生 き て居るや うに木の幹や 枝に しがみついて居

て、 ギ ラ ギ ラ した大きな 眼 で今猶ほ何か 凝視 して 居るや

う に 恩へ る脱殻即 ち模條 1 は 畜 不信雁車な詩人 に も宗孜的な

詩人に も、 種々 な事柄 を 暗示 し来つて居 る。 患の歌では

展々之 を懸慕の烈情に痩枯れた 身罷に比 して居 る。 佛敦

的な詩歌では、 浮泄の 華奢の表象に一一人間の偉大と稲

す る ものも質は空虚 な ものだ と いふ表象に 一なつて居

る 。

世 の 中 ょ

蛙 の 裸

蜻 の 衣'

だが詩人は時 々、 暗い て居る 翅の あ る 蝉を人間の震に

繋へ、 破れた脱殻を 後に残 した屍眸に喩へて居 る。 ー一

.,._,,, 

ん。 This world ! [some, being poor, are] naked as frogs 
are ; [some, being rich, are clad] in fine robes as the sen1i are. 

な る べ し 。
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Tamashii wa 

Uki-yo ni naite, 

Semi no l<ara. 
He1"e the forsaken 幼ell: above 加e the voice of the cf ea!: 切‘‘
Sル'ltls like 加 cry of a Sot、l quitti"ng this wo n'd of pain. 

Then the great sun-quickened tumult of the 
cicadae―landstorn1 of summer life foredoomed so 

soon to pass away—is likened by preacher and poet 
to the tumult of human desire. Even as the semi 

rise fro1n earth , and clin1b to warmth and light, and 

clamor, and presently again return to dust and 

silence, ―so rise and clamor and pass the generations 

of n1en : — 

Yagate shinu 

Kesbiki wa miezu, 

Se1ni flO k:oe.-Basho. 
Ne,)e1 叫 int伽ation in all those volces ef se11ii 
Row qulc砂 加 加sh will co加，—ho印 speedily all must 

die. 

I wonder whether the thought in this little verse 

does· not interpret something of that sun1mer mela11 ... 
choly which conies to us out of nature's solitudes 

with the plaint of insect-voices. Unconsciously those 

n1illions of millions of tiny beings are J)reacbing the 

誌 1 ・ 作者不明。
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'I: ま し ひ lt

浮 世 に な い て

輝 の 殻1

それか ら 蜘類 の 日 光 に 活氣 づ く 大擾昔—あ の如 く 早

く 過 ぎ去 る 運命 を 有つた夏時の陸暴風 2—は � 説敦師や

詩人 に 、 人間の 慾望 の 擾風 に た ぐ へ ら れて 居 る 。 輝が

地中か ら現はれ出 て 、 暖氣 と 光線を 受け に爬ひ上 り 、 雛

々 騒 ぎ 、 間 も 無 く 再び 塵土 と 沈獣 と へ蹄 る と 同 じ < ―

代々 の人間 は 、 出 て 、 騒いで、 去つ て し まふ ので あ る 。

一

や が て 死 ね

最 色 は 見 え す

蝉 の 萱 芭蕉

此小詩中 の思想は 、 虫の聾の悲調 と 共に 自 然の寂漠が

我々 へ も た ら す 彼（か）の夏の 憂愁 を 幾分 か 説明 して居

は せぬか と 自分は思ふ。 斯んな 幾寓幾億 の小生物 共は 、

東洋の古代の 知識 を ―永久の 餌理た る 諸行無常 の経典
...___,,,.. ,___.._, ・......-_..-_ヘ-、�マ

2. summer life l! sun1mer time な り 。 夏時は海9こ typhoon

あ る が常ゆゑ、 そ れに弼 じ'( landstor1n さ 述べ Lな り 。
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ancient wisdom of the East, —the perpetual Sutra ot 
Impermanenc_y. 

Yet how few of our modern poets have given 
heed to the voices of insects ! 

Perhaps it is only to n1inds inexorably haunted 
by the Rjddle of Life that Nature can speak to-day, 
in those tLin sweet trillings, as she spake of olcl to 
Solomon. 

The Wisdom of the East hears all things. And 
be that obtains it will bear the speech of insects, ―as 
Sigurd, tasting the Dragor1 's  lieart, heard suddenly 
the talking of birds. 

註 1 .  Israel の有名 な 王 (993ー953 B. C.)。 禽獣の語な解 した り
さ い ふ 。
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を ―無意識に説い て居 る の で あ る 。

だが我 々 西洋の近代詩人 で� 虫の聾に注意 を彿つた者

は如何に僅少 な ど で あ る か ！

昔時 自 然が ゾ ロ モ ン 1 に 語つたや う に 書 自 然が今 日 、 斯

ん な微かな 可愛い震昔で 語 り 得 る の は 、 牛の蹄に刻薄に

も 煩は さ れて居 る 者だ けへで あら う 。

東洋の 知識は萬物の語 を 解す る 。 そ して こ の知識 を 身

に得る 人 ば か り が一 ジ イ ガル ド 2 が 龍 の腑 を 丼めて突

然鳥 の談話 を 解 した や う に―そ ん な 人ば か り が虫の言

葉 を解す る と であ ら う 。

2. Sigurd. Edda に 詠 ま れ居 ろ 、 北欧神話に 見ゆ る 王。




